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NEC Express 5800 シ U ■ズ 
Express 5800 /IIOEj 


ソフトウェア編 

Exp「ess5800 シリーズ用に用意されているソフトウェアについて説明します。 



添付の CD - ROM について （224 ページ） 

本体に添付の 「EXPRESSBUILDER」CD-R 〇 M に収められているソフトウェア 
について紹介します。 


EXPRESSBUILDER (225 ページ） 

セットアップツール 「EXPRESSBUILDER」 について説明します。 


ExpressPicnic (237 ページ） 

シームレスセッ ト アップ用パラメータディスク（セッ ト アップパラメータ FD) 
を作成するツール 「ExpressPicnic」 について説明します。 


本体用バンドルソフトウェア （248 ページ） 

本装置にインストールするバンドルソフトウェアについて説明します。 


管理 PC 用バンドルソフトウェア （266 ページ） 

本体を監視 • 管理するための管理 PC にインストールするバンドルソフトウェ 
アについて説明します。 


〇 NL- 4140 dN-110Ej-000-03-0606 





224 添付の CD - ROM について 


添付の CD - ROM について 

添付の 「 EXPRESSBUILDER ®」 CD - R 〇 M には、本装置を容易にセットアップするためのユー 
ティリティや各種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用す 
ることにより、本装置の機能をより多く引き出すことができます。 


""〇 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM は、本装置の設定わ ゞ 完了した後でも、 0 S 
Bto の再インス|-ールや BIOS のアップデートなどで使用する機会があります。紛 
失しないように大切に保存しておいてください。 





無停電電源装置 ( UPS ) を制御するソフトウヱアは含まれていません。無 
停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、制御用ソフトウェアが必要です。 
制御用ソフトウェアには、 ESMPRO / UPSManager や ESMPR 〇 / Automat - 
icRunningController のご使用を推奨します 0 

ディスクアレイの設定をする RAID ユーティリティはボード上のチップ 
に搭載されています。これらのユーティリティの操作方法については、 
ボードに添付の説明書を参照してください。 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズに接続されたハードウェアを自動検出して 
処理を進めるセットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESSBUILDER から〇 S をインス 
卜ールする際には、インストール対象のハードディスクドライブ（またはディスクアレイの論 
理ドライブ1台のみ）だけを接続してセットアップしてください。 


EXPRESSBUILDER 

Now Loading... 


起動メニューについて 


EXPRESSBUILDER には2つの起動方法があります。起動方法によって表示されるメニューや 
項目が異なります。 

• 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM から起動する 


EXPRESSBUILDER を本体の CD - R 〇 M ドライブ、にセツトして、 EXPRESSBUILDER 内の 
システムか6起動する方法です。この方法でシステムを起動すると下に示す 
「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から本装置をセットアップします。 


EXPRESSBUILDER 

1 

M 

「シームレスセットアップ」は、 RAID の設定から、 

OS. 名種 ユーティリティのインストールまでを 
切 h ■目なく （シームレスで）セットアッブできる 
为去です。 

■ 


) トドディスクを購入 B 寺の状態と異なるノトティ 

1 

9 

1 

PM 

3BD91 

m 

シヨン成で使用する場合や os を再インストール 
する場合は、シームレスセットアッブを使用して 
くださ“腫なセットアッブをこの機能) b 代 
わって行います。 

1 

1 

1 

aiMi 

[¥ 
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謂"〇 • 本装置以外のコンピュータおよび EXPRESS 巳 UILDER が添付されてい 
た装置以外の Express 5800シリーズで起動しないでください。故障の 
原因となります。 

• メニューの「シームレスセットアップ」を実行するとあらかじめインス 
卜ールされている 0S を消去します。 0S もインストールし直す必要があ 
ります。 


EXPRESSBUILDER トップメニュー につし、 てはこの後の 「 EXPRESSBUILDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 

• コンソールレスで 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM から起動する 


キーボードやマウス、ディスプレイ装置を本体に接続していない状態で 
EXPRESSBUILDER から起動すると、 LAN か COM (シリアル）ポートで接続している 
管理用コンピュータ ( PC ) の画面には、 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示 
されます。管理 PC からこのメニューにある項目を使って本装置を遠隔操作をします。 



矢印キーで反転を項目に合わせて、リターンキーを押してください。 

EXPRESSBUILDER は本装置のセットアッブをサボートします。 

【セットアッブ】 

本装置のセットアッブを容易に行えるように、自動的にセットアッブに必要な 
ツールを起動し、バラメータを設定していきます。ただし、セットアッブが 
自動的に判断できないバラメータは、オペレータに入力が要求されます。 


• 管理 PC からの実行は、オプションのリモートマネージメントカードを 
装着している場合にのみ可能です。 

• 本装置以外のコンビュータおよび他の Express 5800シリーズで起動し 
ないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレス時の使用は、本体のマウス/キーポードコネクタにキー 
ポードが接続されていないことが条件です。本体にキーポード (USB 
キーボードは除く）が接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコン 
ソールがあると判断し、コンソールレス動作を行いません(管理 PC にメ 
ニューを表示しません)。 


EXPRESSBUILDER トップメニューについてはこの後の「コンソールレスメニュー」を 
参照してください。 
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• Windows が起動した後に EXPRESSBUILDER をセットする 

Windows(Windows 95以降、または Windows NT 4.0 以降)が起動した後、 CD - R 〇 M ドラ 
イブに EXPRESSBUILDER をセットするとメニューが表示されます。表示されたメ 
ニューダイアログボックスは「マスターコントロールメニュー」と呼びます。 

マスターコントロールメニューについてはこの後の「マスターコントロールメニュー」を 
参照してください。 





0ソ7トウェアの 
W セットアップ 


NEC 
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EXPRESSBUILDER トツ 



EXPRESSBUILDER トップメニューはハードウエアおよび〇 S (オペレーティングシステム) 
のセツトアップとインストールをするときに使用します。 


BIOS の設定を間違えると、 CD-ROM から起動しない場合があります。 
Bta EXPRESS 巳 UILDER を起動できない場合は、巳 IOS セットアップユーティリ 
ティを起動して以下のとおりに設定してください。 

一 「Boot」 メニューで 「CD-ROM Drive」 を1番上に、 

「Removable Devices」 を2番目に設定。 


起動 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 


1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にする。 

2. 本体の CD - ROM ドライブへ 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセツトする。 

3. CD-ROM をセツトしたら、リセツトする（く Ctrl 〉 + く Alt 〉 + く Delete 〉 キーを押 
す）か、電源を OFF/ON して本体を再起動する。 

CD-R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

EXPRESSBUILDER が起動すると、以下のような EXPRESSBUILDER トップメニューが現れま 
す0 


シームレスセッ ト アップ 

セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく 
(シームレスに）セットアップを行います。〇 S の 再 インス 
トールを行う場合、こちらのセットアップ方式を選択して 
ください。 


EXPRESSBUILDER 


「シームレスセットアップ」は、 RMD の設定から、 
切れ目な く （シ■ムレスで）セットアツブできる 


ハードディスクを購入 B 初状態と異なるノ《ーティ 
シヨン構成で使用する場合や 0S を再インストール 
する場合は、 シームレス セットアッブを使用して 
ください。謝なセットアッブをこの機能? b 代 
わって行います。 


ツール 

EXPRESSBUILDER に収められている各種ユーテイリテイ 
を個別に起動し、オペレータによるセットアップを行いま 
す。また、インストール済み〇 S に影響を与えることなく 
セツトアップを行うことができます。 


令? 


ヘルプ 


終了 


EXPRESSBUILDER について説明します。セットアップを実 EXPRESSBUILDER の終了画面が表示さ 

行する前に一通り目を通しておくことをお勧めします。 
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シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、ハードウェアの内部的なパラメータや状態の設定から〇 s 
(Windows Server 2003 /Windows 2000) ,各種ユーティリティのインス I ルまでを添付 
の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方法です。 

購入時の状態と異なるハードディスクドライブのパーティション設定で使用する場合や OS を 
再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの 
機能が代わって行います。 

「シームレスセットアップ」を選択すると、〇 S のインストールを開始します。 


セットアップを開始したら、完了するまで本体の電源を OFF にしないでくださ 
Bta し〗。また、指示があるまでセツトアップパラメータ FD を取り出さないでくだ 
さい0 


ツールメニュー 

ツール メニ ューは、 EXPRESSBUILDER に収められている各種 ユーティリティを 個別で起動 
し、オペレータが手動でセットアップを行います。「シームレスセットアップ」では自動設定 
できない設定や、より詳細に設定したい場合などに使用してください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設定を行う場合も、 
ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 


ツールメニュー 



オフライン保守ユーティリテイ 

システム診断 

サポートディスクの作成 

保守用ノ（ーテイシヨンの設定 

各撞 BIOS / FW のアップデート 

リモートマネジメントカードの初期設定 

システムマネジメント機能 

ヘルプ 

トップメニューに戻る 


デイスクルイホ''-ド：なし 
サ-『マネ-デメントホ、ド：なし 
システム]ンフイクル-シヨン：なし 


• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに保存(セー 
ブ)、または、フロッピーディスクから復元(リストア)することができます。 


— RAID 情報のセーブ 


ディスクアレイコントローラのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに 
保存します。フォーマット済みのフロッピーディスクを用意してください。 RAID の 
設定や変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセー 
ブしてください。 

- RAID 情報のリストア 

フロッピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□ーラ上に復元します。 「 RAID 情報のセーブ」で作成したフロッピーディスクを 
用意してください。コンフィグレーション情報が万一破壊された場合や、誤ってコ 
ンフィグレーション情報を変更してしまった場合は、本機能を使用してコンフィグ 
レーション情報をリストアしてください。 
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この機能をサボートしていないディスクアレイコントローラもあります。その 
場合、このメニューは表示されません。 



この機能は保守用です。保守以外の目的で操作しないでください。誤った操作 
を行うとデータを損失するおそれがあります。 


• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うためのユー 
ティリティです。詳細は308ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 

• システム診断 

本体上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を検査 
します。システム診断を実行すると、本体に応じてシステムチェック用プログラムが起 
動します。274ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してください。 

• サボートディスクの作成 

サポートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER 内のユーティリティをフロッピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンストールの際に必要となるサボートディスクを作成します。なお、画面に表示された夕 
イトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフロッピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows Server 2003 x 64 Edition OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールするときに必要となるサポー 
トディスクを作成します。 

- Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003をインストールするときに必要となるサボートディスクを 
作成します （ 「シームレスセットアップ」でインストールする場合は必要ありませ 

ん)〇 

- Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows 2000をインストールするときや Windows 2000のシステムを修復する 
ときに必要となるサポートディスクを作成します（「シームレスセットアップ」でイ 
ンストールする場合は必要ありません)。 

- R 0 M - D 0 S 起動ディスク 

ROM-DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 

- オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 
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• 保守用ノ v°— ティシヨンの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは「保守用パーティションの作成」と 「FDISK 
の起動」以外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、10ベー 
ジを参照してください。 


«"〇 「保守用パーティションの設定」の各項目を実行している間は、リセットした 
Bta り、電源を OFF にしたりしないでください。 


- 保守用パーティションの作成 

保守用として内蔵ハードディスクドライブ上に領域を確保し、続けて各種ユーティ 
リティのインストールを行います。すでに保守用パーティションが確保されている 
場合は、各種ユーティリティのインストールを行うことができます。 

- 各種ユーティリティのインス I -ール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - R 〇 M から保守用パーティションへインストールします。 
インス I -ールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティをハード 
ディスクドライブから起動した場合に、使用することができます。 

- 各種 ユーティリティの 更新 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、フロッピーディスクから保守用パーティションへコピーしま 
す。各種ユーティリティがフ□ッピーディスクでリリースされたときに実行してく 
ださい。それ以外では、本項目は使用しないでください。 

- FDISK の起動 

ROM - DOS システムの FDISK コマンドを起動します。パーティションの作成/削除な 
どができます。 

• 各種 BIOS / FW のアップデート 

8番街で配布される「各種 BI 0 S / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
BI 0 S/FW (ファームウエア）をアップデートすることができます。「各種 BIOS / FW の 
アップデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明があります。 

『8番街』： http :// nec 8. com / 

各種 BI 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BI 0 S / FW のアップデート 
モジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容を確認した上 
で、記載内容に従ってアップデートを行ってください。 

「 README . TXT 」 は Windows 2000のメモ帳などで読むことができます。 


_"〇 BIOS/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
でください。アップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなく 
なります。 
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■ J モートマネージ メン トカー ドの初期設定 

リモートマネージメントカードへの本体装置固有情報の設定を行います。本設定を行う 
こどで、リモートマネージメントカードによるハードウエア障害の監視や障害通報、及 
び LAN 経由/ WAN 経由でのリモート制御（本体装置のリセット、電源〇 N / OFF 、 システ 
ムイベント□グ ( SEL ) の確認等）が可能となります。なお、リモートマネージメント 
カードの詳細については、リモートマネージメントカードの ユーザーズ ガイドをご覧く 
ださい（障害通報リモート制御には、別途 IP アドレスなどの設定が必要です）。 


オプシヨンのリモートマネージメントカードを装着している場合に表示され 
るメニューです。 


• システム マネージ メン ト 機能 

リモートマネージメントカードによる通報機能や管理用 PC からのリモート制御機能を 
使用するための設定を行います。 




オプシヨンのリモートマネージメントカードを装着している場合に表示され 
るメニューです。 


ヘルプ 

EXPRESSBUILDER の各種機能に関する説明を表示します。 

トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER トップメニューを表示します。 





ソフトウェア編 233 



ンソールレスメニ 


EXPRESSBUILDER は、本体にキーボードなどのコンソールが接続されていなくても各種 
セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソール 
レス」機能を持っています。 


• 本装置以外のコンピュータおよび他の Express 5800シリーズに使用し 
ないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレス時の使用は、本体のマウス/キーポードコネクタにキー 
ボードが接続されていないことが条件です。本体にキーポード （USB 
キーボードは除く）が接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコン 
ソールがあると判断し、コンソールレス動作を行いません(管理 PC にメ 
ニューを表示しません)。 


起動方法 

起動方法は、オプションのリモートマネージメントカードの装着の場合にのみ実行できます。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続 (COM B ) された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、 EXPRESSBUILDER 内の 「 DianaScope オンラインドキュメン 
卜」を参照してください。 



• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 
いでください。 CD - ROM ドライブが最初に起動するようになっていな 
いと使用できません。 

• LAN 接続は標準 LAN ポートのみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

• コンソールレスで本装置を遠隔操作するためには、設定情報を格納した 
フロッピーディスクが必要になります。フォーマット済みのフロッピー 
ディスクを用意しておいてください。 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法以外の手段（電源 
OFF やリセット）で終了するとリダイレクションが正常にできない場合 
があります。設定ファイルで再度設定を行ってください。 
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BIOS 設定情報は以下の値にセットされます。 

• LAN #1: [Enabled] 

• Serial Port A: [Enabled] 

• Serial Port A I/O Address: [3F8] 

• Serial Port A Interrupt: [4] 

• Serial Port B: [Enabled] 

• Serial Port B I/O Address: [2F8] 

• Serial Port B Interrupt: [3] 

• BIOS Redirection Port: [Serial B] 

• BIOS Redirection Baud Rate: [19.2k] 

• BIOS Redirection Flow Control: [CTS/RTS] 

• Console Type: [PC ANSI] 


トップメニュー 

管理 PC の画面上に表示されるトップメニューは次のとおりです。 



各種セツトアップを行ラ 


EXPRESSBUILDER が持つ 
機能を個別に起動する 


EXPRESSBUILDER の各種機能に 
関する説明を表示する 


EXPRESSBUILDER を終了する 


セットアップ 

本体のハードウェア構成をチェックして、ディスクアレイコンフィグレーションおよび保守 
用パーティションの設定を自動的に行います。 
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ツールメニュー 

トップメニューでツールを選択すると以下のメニューが表示されます。ツールメニューにあ 
る項目は、 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の項目の中からコン 
ソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能については、前述の 
「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」を参照してください。 



_"〇 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」にある機能と 
Bto 比較すると「システム診断」の内容や操作方法（詳しくは、274ページを参照 
してください）が異なります。 
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マスタ _ コントロールメニ 


Windows(Windows 95以降、または Windows NT 4.0 以降)が動作しているコンピュータ上で 
添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M をセツトすると、「マスターコント □— ルメニュー」 
が自動的に起動します。 


〇オンラインドキユメント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu J O 和ッ ^ ァッ —■ 


.〇1|7 


NEC 




システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場 
合は、 CD - R 〇 M 上の次のファイルをエクスプローラ等から実行してください。 

CD - R 〇 M のドライブレター ：¥ MC ¥1 ST.EXE 


マスター コント ロール メニューからは、 Windows 上で動作す る 各種バンドルソフトウェアの 
インストールやオンラインドキュメントを参照することができます。 


オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあ 
irj ^ ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Acrobat Reader がインストールされている必要があります 。 Acrobat Reader が 
インストールされていないときは、はじめに[ソフトウェアのセットアップ] 
の [ AcrobatReader ] を選択して 、 Acrobat Reader をインストールしておいて 
ください。 


マスター コント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、右クリックして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一 
部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイア 
ウト表示され選択できません。適切なシステム • 権限で実行してください。 


詞-〇 CD - ROM をドライブから取り出す前に、マスターコント□ールメニューおよ 
Bta びメニューから起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させて 
おいて < ださい。 
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ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで使用する「セット 
アップパラメータ FD 」 を作成するツールです。 

EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセット 
アップをすると、いくつかの確認のためのキー入力を除き〇 S のインストールから各種ユー 
ティリティのインス I -ールまでのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのと 
きに前回と同じ設定でインストールすることができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作 
成して、 EXPRESSBUILDER からセツトアップすることをお勧めします。 


W ™0 Microsoft Windows Server 2003 x 64 Editions 用の「セットアップパラ 
メータ FD 」 は作成できません。 


Peh 


「セットアップパラメータ FD 」 がなくても Windows Server 2003または 
Windows 2000をインストールすることはできます。また、「セットアップパラ 
メータ FD 」 は、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの途中でイ i 正•作 
成することもできます。 


ットアップバラメータ FD の作成 


〇 S をインストールするために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。以下の手順に従ってください。 


Peh 


ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ • PC - 9800シリーズ • PC - AT 互換機で動作 
します。 


1. OS を起動する。 

2. 添付の 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットする。 

マスターコントロールメニューが表示されます。 

3. 画面上で右クリックするか、[ソフトウェアのセットアップ]を左クリックする。 
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4. [ ExpressPicnic ] をクリックする。 

ExpressPicnic ウインドウが表示されます。 

5. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが表示されます。 



6. 各項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、セットアップ情報を設定するダイアログボッ 
クスが順に表示されます。 
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7. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る 0 

セツ ト アップ情報の設定が完了すると、[ファイル指定]ダイアログボックスが表示 
されます。 


対象マシン 
インストールパス 


{^ xpress 5800 / xxxxxx 


(Windows 


厂 Service Pack の適用 


夕新規バーティシヨン r 全領域 

汉 サイズ指定 

阿 MB (4095 〜999999 MB ) 

r 既存のバーテイシ 3 ン 


17ファイルシステムを NTFS へ変換 


<戻る(旦) 


f 次へ ( H )> / 


キやンセル」 ベルブ 


[キャンセル]をクリックすると設定した内容が消えてしまいます。 

g エック| 




使用者名と会社名を日本語で設定する場合は、 ExpressPicnic で設定してくださ 
い。 シー厶レスセットアップ中に日本語で入力することはできません。ただし、 
シー厶レスセットアップを使ったインストールを完了後、ログオンのときに表 
示されるポップアップ画面で再入力し直すことができます。 


8. [セットアップパラメータ FD ] チェックボックスがオンになっていることを確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアップ情報のファイル名を入力する。 


参照 | 


(PS" 

イ [SETUP01' 


アップパラメータ FD 



OK I 

キャンセル 


9.1.44 MB でフオーマット済みのフロッピーディスクをフロッピーディスクドライ 
ブにセットし、 [ OK ] をクリックする。 

「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
Server 2003または Windows 2000をインストールするときに使用します。ラベルを貼り大切 
に保管してください。 
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Peb 


• 各項目の設定内容についてはヘルプを参照してください。 

• 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は、 
ExpressPicnic ウインドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてくだ 
さい。詳しくはヘルプを参照してください。 
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ンのインス I ^ール 


「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M でサポートしていないアプリケーションを追加でインストー 
ルする場合は、以下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


追加でインス!^ールするアプリケーションは、シームレスセットアップに対応 
している必要があります。 


1 . ExpressPicnic ウインドウを表示させる （237 ぺージ参照)〇 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、セツトアップ情報を設定するダイアログボッ 
クスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックする。 


[キャンセル]をクリックすると入力した内容が消えてしまいます。 

g エック| 
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5. [アプリケーションの設定]が表示されたら、[追加アプリケーションのインス!-一 
ル]にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定]ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力する。 

7.1.44 MB でフオーマット済みのフロッピーディスクをフロッピーディスクドライ 
ブにセットし、 [0 K ] をクリックする。 
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大容量記憶装置ドライバのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインス I -一 
ルする場合は、以下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （237 ページ参照)〇 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、セツトアップ情報を設定するダイアログボッ 
クスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る 0 


[キャンセル]をクリックすると入力した内容が消えてしまいます。 



























244 ExpressPicnic 


5. [アプリケーションの設定]が表示されたら、[大容量記憶装置用 OEM + D の適用] 
にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定」ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力する。 

7.1.44 MB でフォーマット済みのフロッピーディスクをフロッピーディスクドライ 
ブにセットし、 [0 K ] をクリックする。 
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稼動機からの情報採取 


ExpressPicnic が起動しているマシン （ Express 5800シリーズ）のセットアップ情報を自動的 
に採取し、セットアップ情報ファイルを作成します。 

ビ • ユーザ/グループ情報は採取できません。 

• アプリケーションで設定情報を採取できるのは、 ESMPRO/ 

ServerAgent だけです。 

• 取得できない情報に関しては、既定値を表示しています。 

• Windows 2〇〇◦のみサボートしています。 

1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （237 ページ参照)〇 

2. [オプション]メニューの[稼動機からの情報採取]をクリックする。 

採取後は、確認/修正画面に移ります。初期値が、採取したデータになっていること 
を除けば「情報ファイルの新規作成」、あるいは「情報ファイル修正」と同じです。 
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大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指定し、マシンごとに変更する必要のあるパラメー 
夕のみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （237 ページ参照)〇 

2. [オプション]メニューの[大量インス!ルのアシスト]をクリックする。 



3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセットアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示され 
ます。 

4. [追加]をクリックする。 
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5. ベースとなるセツトアップ情報ファイルから変更するパラメータを設定する。 



6. [0K] をクリックする。 

リストに追加した情報が表示されます。 

7. ファイル名を選択し、 [FD 作成]をクリックする。 

選択したファイル名のセットアップパラメータ FD を作成します。 
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本体用バンドルソフトウェア 

本体にバンドルされているソフトウェアの紹介およびインストールの方法について簡単に説 
明します。詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAeent (Windows 版 ) 


ESMPR 〇 /ServerAgent (Windows 版）は本装置にインストールする本体監視用アプリケー 
シヨンです。 

EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができます。 
ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたい注意事項とインストール 
の手順を説明します。 



運用上の注意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内の才 
ンラインドキユメント 「 ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）インストレー 
シヨンガイド」 に記載しています。ご覧ください。 


インストール前の準備 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）を動作させるためには対象〇 S の TCP/IP と TCP/IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

• ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP/IP を使用してください。 TCP/IP の設定についてはスタートメニュー 
から起動する「ヘルプ」を参照してください。 

• SNMP サービスの設定 

コミュニティ名に 「public」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 

ESMPR 〇/561^^「1\/|3旧96「側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフォルトの 
「*」から変更した場合は、巳31\/^8〇/36^^「1\/^阳96「側で新しく設定したコミュニティ 
名と同じ名前を入力します。 
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インストール 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインストールは添付の 「EXPRESSBUILDER」 
CD-ROM を使用します。本装置の 0S が起動した後、 Autorun で表示されるメニューから 
[ソフトウェアのセットアップ]- [ESMPR 〇]- [ ESMPRO/ServerAgent] の順にク 
リックしてください。以降はダイアログボックス中のメッセージに従ってインストールして 
ください。 



圖 



• 管理者権限のあるアカウント ( administrator ) でシステムに□グインし 

8¢身 てください。 

• リモートマネージメントカード(オプション)を着脱した場合は必ず、 
ESMPRO / ServerAgent の更新インス I ルを実行してください。 
更新インストールを実行しなかった場合、装置の情報が正しく取得でき 
なくなります。 


ネットワーク上の CD-ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。エクスプローラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないでください。 




アップ デートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセー 
ジが表示されます。 


「 ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。」 
メツセージに従って処理してください。 
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インス I -ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）をインストールした後に次の手順で正しくインス 
I'''ールされていることを確認してください。 


1. 本装置を再起動する。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）の監視サービスに関す 
るエラーが登録されていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度は 
じめからインストールし直してください。 


リモートマネージメントカード（オプション）の着脱について 

オプションのリモートマネージメントカードを取り付け、または取り外した後は、必ず 
ESMPR 〇 /ServerAgent を更新インストールしてください。更新インストールしないまま運用 
すると正しい情報を採取できません。 
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Power Console Plus ( サーバ ) 


Power Console Plus は LSI - Logic 製ディスクアレイコント□—ラシステムを構築している 
Windows サーバの監視 • 管理用のアプリケーションです。 

Power Console Plus の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオンラ 
インドキュメント 「Power Console Plus ユーザーズガイド」を参照してください。 

カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に Power Console Plus があらかじめインストールされている場合が 
あります。このままでも使用できますが、後述の 「Power Console Plus (サーバ）の環境設 
定」に記載の内容の設定を行ラことをお勧めします。また、リモートからの監視をする場合は 
別途 、 Power Console Plus (管理 PC ) をインストールしてください 0 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Power Console Plus は添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M に収められている自動インス 
トールツール「シームレスセットアップ」を使ってインス!-ールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設定するダイア□グボックスが表 
示されます。ここで 「Power Console Plus 」 を選択してください。なお、シームレスセット 
アップ後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途、 
Power Console Plus (管理 PC ) をインス!ルしてください 0 


手動インストール（新規インストール） 

手動でインストールする場合は以下の説明を参考にしてインストールをしてください。インス 
卜ールに関する詳しい手順と操作方法については 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内にある 
オンラインドキュメント 「Power Console Plus ユーザーズガイド」を参照してください。 

Power Console Plus ( サーバ）をインストールする前に 

Power Console Plus (サーバ）をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• LSI - Logic 製のディスクアレイコント□—ラがシステムに取り付けられていること 

• LSI - Logic 製のディスクアレイコント□—ラのドライバが組み込まれていること 

• Windows の SNMP サービスが組み込まれていること 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 

• EXPRESSBUILDER を使用したシステムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□ク'オンされていること 

• Internet Explorer 5. 5以降がインストールされていること 
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Power Console Plus ( サーバ）のインストール手順 

Power Console Plus (サーバ）のインストールは添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM % 
使用します。 Windows では EXPRESSBUILDER を CD - R 〇 M ドライブにセット後、 Autorun で 
表示されるメニューから[ソフトウェアのセットアップ]- [ ESMPRO ]- [関連ユーティ 
リティメニューへ ]— [Power Console Plus ] の順にクリックします 0 


EXPRESSBUILDER 


〇オンラインドキュ，ント 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
「サーバ」または「サーバ十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。以 
降はダイアログボックスのメッセージに従ってインス|-ールしてください。なお、インストー 
ル後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途 、 Power 
Console Plus (管理 PC ) をインストールしてください。 




上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管 
理 pc を管理するコンビュータとしてネットワーク内に1つ定義します。 


Power Console Plus ( サーバ）の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

ネットワーク経由で制御する場合はすべてのサーバ+管理サーバと、管理 PC の IP アドレ 
スとホスト名を登録してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要です。 

• REGSERV.DAT の設定 

ネットワーク経由で制御する場合はサーバ+管理サーバのホスト名をすでにある 
「 localhost 」 の設定と置換してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要 
です。 

• パスワードファイルのアクセス権設定 

rc :¥ Winnt ¥ System 32¥ drivers ¥ etc ¥ raidpass.valJ ( c :¥ Wimt は、 Windows の一般的な 
インス I ル先フォルタ'です）をセキュリティ保持の観点から NTFS ファイルアクセス権 
を Administrator 権限などに変更してください。 
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Web-based Promise Array Manager 


N 81 03-89 専用 Web-based Promise Array Manger および N 8 103-101 専用 Web-based 
Promise Array Manger (以下 WebPAM と略記します)は、それぞれ N 8103-89、 N 8103-101 
の RAD システムの監視、管理を行うアプリケーションです。 WebPAM を使用することで、シ 
ステム運用中のアレイ保守やイベント監視による通報を行うことができます。 

WebPAM のインストールおよび操作方法については、お使いのディスクアレイコントローラ 
( N 81 03-89 または N 8103-101)によって、それぞれ添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
内のオンラインドキュメント 「 N 8103 -89 ディスクアレイコント□—ラ専用 Web-based 
Promise Array Manager ユーザーズガイド」 「 N 8103-101 ディスクアレイコント□—ラ専用 
Web-based Promise Array Manage 「ユーザーズガイド」を参照してください。この説明書に 
は運用にあたって注意すべきことも掲載しています。運用開始前に必ずお読みください。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に WebPAM があらかじめインストールされている場合があります。 
この場合、この他に Internet Explorer の設定や通報監視についての設定などが必要な場合があ 
ります。 

rEXPRESSBUILDERJ CD-R 〇 M 内のオンラインドキュメント 「 N 8103-89 ディスクアレイコ 
ント□—ラ専用 Web-based Promise Array Manage 「ユーザーズガイド」または 「 N 8103-101 
ディスクアレイコント□—ラ専用 Web-based Promise Array Manage 「ユーザーズガイド」の 
付録を参照し、設定してください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

WebPAM は添付の rEXPRESSBUILDERJ に収められている自動インストールツール「シー 
厶レスセットアップ」を使ってインストールできます。シームレスセットアップを開始する 
と、アプリケーションを設定するダイアログボックスが表示されます。 

ここで WebPAM を選択してください。 


W-O N 81 03-1 01接続時、シームレスセットアップで指定する WebPAM のインス 
Bta 卜ールパスが以下の場合、 WebPAM のデフオルトのインス!-ールパスにイン 
ス I ^ールされます。 

(シームレスセットアップの設定パス） 

32 bitOS の場合： rc：¥Program Files ¥ Promise¥WebPAM 2.0」 


* 上記パスはシームレスセツトアップのデフオルトで設定されているパスで 
す0 


(実際にインス I -ールされるパス） 

32 bitOS の場合： rc：¥Program Files ¥ Promise ¥ WebPAM 」 
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Internet Explorer の設定や通報監視についての設定などが別途必要な場合があります。 
WebPAM のインストールおよび操作方法については、お使いのディスクアレイコント□—ラ 
( N 8103-89 または N 81〇 3-1 〇 1) によって、それぞれ5忝付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
内のオンラインドキュメント 「 N 8103 -89 ディスクアレイコントローラ専用 Web-based 
Promise Array Manage 「ユーザーズガイド」または 「 N 8103-101ディスクアレイコント□— 
ラ専用 Web-based Promise Array Manage 「ユーザーズガイド」の付録を参照し、設定してく 
ださい。 


手動インストール(新規インストール） 

手動で WebPAM をインス I ルする場合は 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内のオンライン 
ドキュメント「 N 81 03-89 ディスクアレイコント□—ラ専用 Web-based Promise Array 
Manager ユーザーズガイド」または 「 N 8103-101ディスクアレイコント□—ラ専用 Web - 
based Promise Array Manager ユーザーズガイド」を参照してください。 
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Adaptec Storage Manager™ 


Adaptec Storage Manager ™ (以下 ASM と略記します)は装置に標準装備された SATA インタ 
フェースを利用したディスクアレイシステム ( HostRAID ™) の監視-管理を行うアプリケー 
シヨンです。 ASM を使用することで、システム運用中の HostRAD TM の保守やイベント監視 
による通報を行うことができます。 

ASM のインストールおよび操作方法については、添付の rEXPRESSBUILDERJ CD - R 〇 M 内 
のオンラインドキュメント 「Adaptec Storage Manager ™ ユーザーズガイド」を参照して 
ください。この説明書には運用にあたって注意すべきことも掲載しています。運用開始前に必 
ずお読みください。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に ASM があらかじめインス I -ールされている場合があります。この 
場合、別途通報監視についての設定などが必要な場合があります。 

rEXPRESSBUILDERJ 内のオンラインドキュメント 「Adaptec Storage Manager ™ ユー 
サーズガイド」 の付録を参照し、設定してください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

ASM は添付の rEXPRESSBUILDERJ に収められている自動インストールツール「シームレ 
スセットアップ」を使ってインストールできます。シームレスセットアップを開始すると、ア 
プリケーシヨンを設定するダイアログボックスが表示されます。 

ここで ASM を選択してください。 

通報監視についての設定などが別途必要な場合があります。 

ASM のインストール、設定、および操作方法については 、 「Adaptec Storage Manager ユー 
ザーズガイド」を参照してください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動で ASM をインス!ルする場合は rEXPRESSBUILDERJ 内のオンラインドキュメント 
「AdaptecStorage Manager ™ ユーザーズガイド」を参照してください。 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報（予防保守情 
報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作する 
システム監視サービス ( DMITOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させることが 
できる、クライアント/サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインストールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行ラとエクスプレス通報サー 
ビスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効後は rEXPRESSBUILDERJ 内にある 
オンラインドキュメント「エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照して 
sx '/ E ! してく / L cf し)。 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、以下の契約等が必要となりますので、あらかじ 
め準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体のハードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、お 
買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインストール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 

1. [コント□-ルパネル]の [ ESMPRO / ServerAgent ] を選択する 0 

2. [全般]タブの[通報の設定]をクリックする。 

アラートマネージャ設定ツールが起動します。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 

[エクスプレス 通報 サービスセットアップユーティリティ ] が起動します。 

4. 通報開局 FD をフロッピーディスクドライブにセットし、通報開局 FD を読み込む。 

エクスプレス通報サービスが有効となります。 







ソフトウェア編 257 


手動インストール（新規インストール） 

手動でインストールする場合は、以下の説明を参考にしてインストールしてください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、以下の環境が必要です。 

ハードゥェァ 

• メモリ 
18.0 MB 以上 

• ハードディスクドライブの空き容量 
30.0 MB 以上 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 

ソフトウェア 

• 添付の rEXPRESSBUILDERJ CD - R 〇 M 内の ESMPR 〇 /ServerAgent 

• 上記、 ESMPR 〇 / ServerAgent がサポートする〇 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に以下の環境が必要です。 
ESMPRO / ServerManager * 十 ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.4 以降 

* 監視対象となるサーバにインストールされている ESMPR 〇 / ServerAgent のバージョ 
ン以上を使用してください。 

(例）監視対象となるサーバにインストールされている ESMPR 〇 / ServerAgent のパー 
ジョン 3.8 の場合、パージョンが 3.8 以上の巳31\/^卩〇/36^^「1\/|3旧96「が必要です 0 


セットアップに必要な契約 

セットアップを行ラには、以下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体のハードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、お 
買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービスのセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照し 
てください。 
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PC 通報連携機能 

PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守セ 
ンターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアントの障 
害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してください。 
また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守サー 
ビス会社にお問い合わせください。 
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BMC Online Update 


BMC Online Update は、インターネツトで配布される 「BMC (Baseboard Management 
Controller ) ファームウェア」を使用して、 BMC ファームウェアを更新するソフトウェアです。 

_"〇 本体装置にリ モー トマネージメントカード/アドバンスドリ モー トマネージメ 
ントカードを装着している場合に使用できます。 


動作環境 

• ハードディスクドライブの空き容量 
2 MB 以上 

• サポート〇 S 
Windows 2000 Server 
Windows 2000 Advanced Server 
Windows Server 2003 Standard Edition 
Windows Server 2003 Enterprise Edition 
Red Hat Linux Enterprise Linux ES 3 
Red Hat Linux Enterprise Linux AS 3 


インストール 

オペレーティングシステムによってインストール方法が異なります。使用する環境に合った手 
順を参照してください。 


Windows Server 2003 • Windows 2000 

BMC Online Update のインストールには、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-R 〇 M を 
使用し ます。 本体装置の〇 S が 起動した後 、 rEXPRESSBUILDERJ CD-R 〇 M を CD-R 〇 M ドラ 
イブにセットして、 Autorun で表示されるメニューから[ソフトウェアのセットアップ]— 
[BMC Online Update ] の順にクリックしてください。以降はダイア□グボックスのメッセージ 
に従ってインストールしてください。 
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Linux 

1.「EXPRESSBUILDER」CD-ROM から以下のファイルを適当なデイレクトリにコ 
ピーする。 

f cp/mnt/cdrom/BMCT OOL/OnlineUp/BmcOnlineUpdate.i386J 



2. rpm ファイルを解凍する。 

frpm -ivh BmcOnlheUpdate 」 386 」 


oot@westville 533.2 u：* 


S 回 区) 


login as ： root 

I root 8192.188 .14.28's password ： 

Last login ： Wed Jul 718:08:22 2004 from 192.168 .14.198 
I [rootfiwestvi 11e 533.2 u root]# rpm - ivh BmcOnl inellpdate. i386| 









ソフトウェア編 261 


起動方法 

オペレーティングシステムによって異なります。使用する環境に合った手順を参照してくださ 
い。 


• BMC ファームウェアの更新をしている間は装置の電源を OFF にしない 
でください。更新作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくな 
ります。 

• 更新された BMC ファームウェアは、装置の再起動後に有効になります。 
再起動を行うまでは更新前の状態で運用を継続します。 


Windows Server 2003 

スタートメニューから[すべてのプログラム]— [ BmcOnlineUpdate ]—[ BmcOnlineUpdate ] の 
順にクリックします。 



Windows 2000 

スタート メニューから[プ□グラム]— [ BmcOnlineUpdate ] —[ BmcOnlineUpdate ] の順にク 
リックします。 
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Linux 

下記の入力を行い、プログラムを開始してください。 
cd / usr/BmcOnlibeUpdate 
./BmcOnlineUpdate -ja 



日本語をサボートしていない場合はオプション"- ja " を付けないでくださし、。 
./BmcOnlineUpdate 


^Lrnotd Be llmi ： /usr/BmcOn line Update | . ][□ || X] 

「login as ： root 

rootg 192.168 .14.23’s password ： H 

Last login ： Thu Jul 8 08:23:17 2004 from 192.1G8.14.198 ■ 

[root8Be11 ini root]It cd /usr/BmcOnI ineUpdate/ ■ 

[root8Bel I ini BmcOnl ineUpdate]It ./BmcOnl inellpdate -ja| ■ 










ソフトウェア編 263 


アンインストール 

オペレーティングシステムによって異なります。使用する環境に合った手順を参照してくださ 
い。 


Windows Server 2003 

1. スタートメニューから[コント□—ルパネル]—[プ□グラムの追加と削除]の順にク 
u ックする。 



2. 旧 mcOnlineUpdate] をクリックし、[変更と削除]をクリックする。 

以降はダイアログボックスのメッセージに従ってアンインストールしてください。 
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Windows 2000 

1. スタートメニューから[設定]-[コント□-ルパネル]-[アプリケーションの追加と 
削除]の順にクリックする。 

I Windows Update 


@ブロり’ラム (£) 

最近使ったファイル⑪ 


餐 検索 ( Q ) 

0 ヘル： W 

P ファイル名を指定して実行 (E). 

^ シャットタウン (JJ) … 

ストト ] j 



2. 旧 mcOnlineUpdate] をクリックし、[変更と削除]をクリックする。 

以降は、ダイアログボックスに表示されるメッセージに従って操作し、アンインス 
卜ールしてください。 


-lalxl 



970 KB 
129 MB 
60.7 MB 
300 KB 


BmcOnlineUpdate サイズ 1.45 MB 

使用頻度 M 

最終使用日2004/07/08 

このブロ C ラムを変更し fell コンビュ 
— 5か6削除し£0するには、[変更 
と削除]をりリッりしてください。 



Ife コントロール パネル 


U ファイル® 編集 (£) 表示(V)お気に入0⑷ツ-ル(I)ヘル:? (ti) 

D 

] 和 戻§ ▼ 岭 ▼ a |边検索石フォ M 〇履歴松屯 X 的！!， 

j アドレス (Q) コント ロール パネル 

_^j み 移動| 


コントロールパネ 1 
ル 


^F^p-Java Mug-in Ocj^k°lug-in 

■ liBIHHf PWBgBIMM アブ 1 ■ー シヨ〉 

レ， に卄う' 

I' ■スモと刀メフ 丨アブリヴーシヨンや W 


コントロ-ルパネル I 

Iンや Windows 〕ンポベ j| 
(厂卄内、ノド夯 iri 坐 tt 卄 


アブリケーシヨンの追力 n と肖 ij 
除 

アブリケーシヨンや Windows 
コンポーネントをインストール 
および削除します。 

Windows Update 
Windows 2000サポ r 卜_ 


% '■スそや: T と刀:*つ 

•インタ-ネットオブシヨン 
縫キ-ボ-ド 

_スり 
S1 フォント 
sa 管理、: y- ル 
铋電源オブシヨン 
匾システム 
毯ゲ-ムコントロ-う 
_面面 

鴒ハードウエアの追力□と削除 
飞フォ M オブシヨン 


しアブリクーシヨンや Windows IIンポー氺ントをイ〕 


キ-ポ-ドの設定をカス5マイズします 
コンビ； L が自動的に実行す 
コンビ：I一知フォントを表示、および1 
コンピュータの管理に関する設定をし i 
コンビ：の省電力設定を構成しま 
システムの基本情報を表示し、詳細 
ジョイスティッウやゲームパッドなどのゲ 
デスりトジブの表示とスりリーン乜ーバ 
ハ-ドウIアをインスト-ル、削除、お<1 

_ ..... ファイルやフオルダの表示のカス5マイ； 

豳ネットワ-りと5イヤルァッ:?接続ほかのコンビ: 1-5 やネットヮ-り、イン 
ウス マウスの設定をカス5マイズします。 

H1 ユ-ザ-補助のオブション ユ-ザ-補助の機能をカス5マイズし_ 

涮ライセンス ライセンスオブションを変更します。 

S1 ブリンタ ロ-カルやネットワー加ブリンタを追力 

分地 域のオブション 言語、数値、時刻および日付の表万 

心 . — I . 


5表万 


|7ブリケ'•シヨンや Windows IIンポー木ントをインストール35よ。| 


マイIIンピュ 




JOIAJ9S ooo(NSMOF>u!M 
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Linux 

1. 下記を入力し、ファイルを削除する。 

rm / usr / BmcOnlineUpdate /* 

2. 下記を入力しディレクトリを削除する。 

rmdir / usr/BmcOnlineUpdate 



エラー 表示 一覧 

下表にエラーメッセージと対処方法を示します。 


メッセージ 

対処方法 

アップデートの必要がありません。 

現在使用している環境は、アップデートしようとしたデー 
夕より新しいか同じデータが適用されています。 

対象装置ではありません。 

データが対象装置のものではありません。対象装置のデー 
夕で Update を実行してください。 

BMC 情報を取得できません。 

リモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマ 
ネージメントカードが正常に取り付けられているか確認し 
てください。 

取り付けを確認してから Update を実行してください。 

オンラインモードに移行できません。 

BMC がビジー状態の可能性があります。 

数分後に再度実行してください。 

運用中のデータの退避に失敗しまし 
た。 

更新モードに移行できません。 

データの更新中にエラーが発生しまし 
た。 

終了処理に失敗しました。 

IPMI ドライバが見つかりません。 

IPMI ドライバをインストールしてください。 

力ーネルパージョンに対応した ESMPRO/ServerAgent のド 
ライバモジュールを次の WEB サイトがらダウンロードして 
インストールしてくださし"'。 
http://www.express.nec.co.jp/ 

サボート対象外です。 

アップデート機能をサポートしていない BMC です。この 
ツールによるアップデートはできません。 


wO 対処方法を実行しても、アップデートに失敗した場合は保守サービス会社に連 
絡してください。 
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管理 PC 用バンドルソフトウェア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 pc 」 を構築するために必要なバンドルソフ 
トウェアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPR 〇 / ServerAgent がインストールされたコンピュータをネットワーク上の管理 PC から 
監視•管理するには、本体にバンドルされている巳31\/^6〇/56「ソ^\/|3旧96「をお使いくださし、 
管理 PC へのインストール方法や設定の詳細についてはオンラインドキュメントまたは 
ESMPR 〇のオンラインヘルプをご覧ください。 




ESMPRO / ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンライ 
ンドキュメントで説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
内のオンラインドキュメント 「 ESMPR 〇 / ServerManager インスト レーシヨ ン 
ガイド」を参照してください。 
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DianaScope 


DianaScope は Express 5800シリーズをリモート管理するためのソフトウェアです。 
DianaScope の機能やインストール方法についての詳細は EXPRESSBUILDEER 内の 
「 DianaScope オンラインドキュメント」を参照してください。 


ファイル (F) 編案 (E) 表示(V)お気に入り (A) ツール CD ヘルブ <H> 

ggj 

扣戻5 ▼ ▼ 〇 0必翁検索㈤ぉ気に入り效メディア0 1 黾，#崮 


アドレス必 | 盈 http：// 192.168 .14.1 51 ：8080/dianascope/pages/commons/top.jsp 

二]汐移助 | リンク w 

|\| •— Empowered by Innovation 




本製品において DianaScope を使用するためにはオプションのサーバライセン 
スが必要です。 

リモートマネージメントカードには以下のサーバライセンスが添付されてい 
ます。 

• UL1198- 001 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed) 
管理対象サーバを 1 台管理するためのライセンス 


注意事項 

オンラインドキュメントは、 DianaScope がリモート管理する対象装置全般について汎用的に 
説明していますが、ここでは DianaScope から本製品をリモート管理する際に特に注意する点 
夂ホしま3 〇 


• 本製品は、オプションのリモートマネージメントカードを装着している場合のみ、 
DianaScope からリモート管理することができます。 
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Power Console Plus ( 管理 PC) 


Power Console Plus をネットワーク経由でサーバを管理する場合にインストールします。 
Power Console Plus の動作環境や操作手順については、 rEXPRESSBUILDERJ 内にあるオン 
ラインドキュメント 「Power Console Plus 1 M ユーザーズガイド」を参照してください。 

以下の説明を参考にして Power Console Plus (管理 PC ) を管理 PC にインス!ルしてくだ 
さい。インス I ルに関する詳しい手順と操作方法については rEXPRESSBUILDERJ 内にあ 
るオンラインドキュメント 「Power Console Plus ™ ユーザーズガイド」を参照ください。 


Power Console Plus (管理 PC ) をインストールする前に 

Power Console Plus (管理 PC ) をインス!ルするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 

• EXPRESSBUILDER を使ったシステムのアップデートが終了していること 
( Express 5800シリーズにインストールする場合） 

• Administrators グループでログオンされていること 

• Windows NT 4.0 の場合、サービスパック 6 a が適用されていること 

• Internet Explorer 5.5 以降がインストールされていること 


Power Console Plus (管理 PC ) のインストール手順 

Power Console Plus (管理 PC ) のインストー ルは $忝付の EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M を使 
用します 。 rEXPRESSBUILDERJ CD-R 〇 M を CD-R 〇 M ドライブにセット 後、 Autorun で表示 
されるメニューから[ソフトウェアのセットアップ]— [ ESMPRO ] -[関連ユーティリティ 
メニュー ]— [Power Console Plus ] の順にクリックします。 

ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
「管理 PC 」 をチェックし、[次へ]をクリックしてください。 

以降はダイアログボックスのメッセージに従ってインストールしてください。 




上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管 
理 pc を管理するコンビュータとしてネットワーク内に1つ定義します。 


Power Console Plus (管理 PC ) の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

すべてのサーバ+管理サーバと、管理 PC の IP アドレスとホスト名を登録してください。 

• REGSERV.DAT の設定 

サーバ+管理サーバのホスト名をすでにある riocalhostj の設定と置換してください。 






